
氏名 尾上　正人

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・経営学基礎

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・学生支援センター長

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

東京大学大学院人文社会系研究科社会文化専攻第一種博士課程修了

博士（社会学）

産業社会学、社会生物学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

平　成　29　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会学会、関西社会学会、経済社会学会、「宗教と社会」学会

人間社会の諸現象へのダーウィニズムの適用可能性

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・応用社会学特論I～II

授業科目

学部担当科目
・演習I～IV
・社会体験実習



単著

単独 平成29年11月
第90回日本社会学会
大会

『奈良大学紀要』平成30年3月

特攻の生存者・戦死者遺族への聞き
取り調査を通じて、ハミルトン・
ルール（包括適応度説）の適用可能
性を調べた。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

社会構築主義が持つ、ブランクス
レート的背景仮説を批判・否定し、
動物一般の中にも見られる欺瞞・現
実構築行動の分析枠組みへの吸収を
試みた。

①繁殖戦略としての戦争の
進化学的研究

②

②

③

⑤

④

③

（学会発表）

①

③

（その他）

②

②

⑤

①ブランクスレート・マ
キャヴェリ的知性・欺瞞―
社会生物学による社会構築
主義の否定と吸収―

③

④


